
災害時における物資輸送及び運営等の協力に関する協定 

 

 福山市（以下「甲」という。）とヤマト運輸株式会社三次主管支店（以下

「乙」という。）は，災害時の対応に資する取組に関し，次のとおり協定を締

結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は，福山市内で災害が発生し，又は発生のおそれがある場合

（以下「災害時」という。）において，甲に対する救援物資の緊急輸送体制

の速やかな構築及び人材，資機材等を活用した運営の協力について，甲が乙

に要請する事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この協定において，災害とは，災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223

号）第２条第１号で定めるものをいう。 

 

（協力要請） 

第３条 甲は，第１条の目的を達成するため，乙に対し協力を要請することが

できるものとする。この場合において，乙は，業務上の支障又はやむを得な

い事由により協力することができないと乙が判断するときを除き，他の業務

に優先して協力するものとする。 

２ 甲が乙に対し要請する事項は，次の各号に掲げるものとする。 

(1) 甲が管理する防災備蓄品の避難所等への配送 

(2) 甲が指定する物資拠点施設から避難所等への物資配送 

(3) 甲が指定する物資拠点施設の運営補助等 

(4) 乙が管理する資機材の提供 

(5) 乙に所属する人員による物資輸送拠点運営等の協力 

(6) 乙に所属する人員による避難所等の運営支援 

(7) その他協議し合意した事項 

３ 甲は，災害時において乙が前項に規定する要請に協力する際には，次の事

項について協力し，乙の物資輸送の継続に配慮するよう努めるものとする。 

(1) 乙が物資輸送に使用する車両に対する緊急通行車両確認証明書及び災害

対応従事車両証明書の速やかな発行 

(2) 罹災状況に係る情報の提供  



（要請手続） 

第４条 前条に規定する要請は，協力要請書（様式第１号）により行うものと

する。ただし，緊急を要する場合は，口頭で要請し，その後速やかに本書を

提出するものとする。 

２ 前項の規定により甲から乙に対して行う要請は，安全担当を代表窓口とし

て手続を行うものとする。 

 

（事故等） 

第５条 乙の提供した車両が，故障その他の理由により物資輸送等を中断した

ときは，乙は，速やかに代替の車両を手配し，その輸送を継続するよう努め

るものとする。 

２ 乙は，代替の車両が手配できない場合，甲に速やかに連絡を行い，甲の指

示を受けるものとする。 

 

（報告） 

第６条 乙は，協力業務を遂行したときは，次の事項を取りまとめ，後日，実

績報告書（様式第２号）を甲に提出するものとする。 

(1) 協力内容 

(2) 協力した場所 

(3) 要請によって使用した車両，資機材等 

(4) 従事者数 

(5) その他必要となる事項 

 

（経費の負担） 

第７条 この協定に基づく物資輸送及び運営等に要した経費は，その都度甲乙

協議して決定し，甲が負担する。 

 

（庶務窓口） 

第８条 この協定の庶務窓口は，甲にあっては総務局総務部危機管理防災課，

乙にあっては，安全担当において処理するものとする。 

２ 甲及び乙は，毎年度当初に本協定に係る連絡担当者及び連絡手段について，

相互に確認するものとする。 

 

（協議） 

第９条 本協定に定めのない事項又は疑義が生じたときは，甲乙が協議の上，

決定するものとする。  



（有効期間） 

第１０条 この協定の有効期間は，本協定の締結日から１年間とし，有効期間

満了の１か月前までに，甲乙いずれからも申出がない場合は，更に１年間延

長するものとし，以後も同様とする。 

 

 

この協定の成立を証するため，本書２通を作成し，甲乙押印の上，各１通を

保有する。 

 

 

 

 

 

２０２３年（令和５年）８月１０日 

 

 

 

 

甲  広島県福山市東桜町３番５号 

                 福山市 

                 福山市長  枝広 直幹 

 

 

 

 

乙  広島県三次市東酒屋町３０６－６６ 

                 ヤマト運輸株式会社  

三次主管支店長  高橋 克典 

 


